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東久留米市長 並木 克巳 殿 

 

 

 

東久留米市長期総合計画基本構想審議会 

会 長  奥 真美 

 

 

 

東久留米市第５次長期総合計画基本構想の中間答申について 

 

 

平成３１年２月１日付３０東久企企発第５１号をもって、本審議会に諮問さ

れた第５次長期総合計画基本構想について、これまでの検討経過を踏まえ、中

間的に取りまとめたので、別添のとおり中間答申いたします。 
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１．まちの将来像 

 

東久留米市のまちの将来像を、 

「  ここに将来像が入ります。  」 

として掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．まちづくりの基本理念 

 

平和な毎日であること、人権が尊重されていることは、人が生きていくう

えであたりまえのことです。平和を尊ぶ意識を醸成し、性別や年齢、国籍、

民族、文化、言語の違い、障害の有無などによって差別や偏見を受けること

のない、すべての人があたりまえに暮らすことができるまちでありたいと考

えます。国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合えるこ

と（多文化共生）、性的少数者を理解すること、あらゆる分野で男女が活躍で

きる社会を実現することなど、互いを尊重し合い、支え合いながら、私たち

は、さまざまな場所で主体的に力を発揮します。 

 

 

 

将来像に込められた思いを記載します。 

将来像については、

資料３にて検討し

ます。 
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３．まちづくりの基本目標 

 まちの将来像を実現するために、５つの「基本目標」を定めます。また、基本目標を

達成するための諸施策を「基本的な施策」（基本目標を達成するための施策の大綱）と

して展開します。基本的な施策は、基本計画の骨格ともいうべき方針を示したものです。 

 

 

地域産業は、雇用を生み出すとともに、まちの活力を創出する重要な役割を担ってい

ます。地域産業の活性化や新たなまちの魅力・価値を創出するためには、地域住民や関

係団体等との共創による取り組みが必要です。 

社会環境の変化や価値観の多様化によって、人と人との関わりや地域コミュニティ意

識が薄れている中、だれもが多様な地域活動に参加することができ、地域の担い手とし

ていきいきと活躍することができる環境づくりが求められています。 

今後、特に、増加していく高齢者をはじめ、市民だれもが、地域でのスポーツに親し

める環境づくりや、生涯学習活動に取り組むことで、健康を維持し、地域の課題解決に

関わっていくことが期待されています。 

市民一人ひとりの活動や地域の活動で生まれた活力を源に、地域住民や関係団体等と

共にまちの魅力を高め、まちを訪れた人がまた訪れたくなる、そして、住みたくなる、

にぎわいあふれるまちをめざします。 

 

 

＜基本的な施策＞ 

○（仮）地域産業の活性化 

 ・さまざまな産業振興支援に努めるとともに、市内の資源を活かした新たな産業など

の創出を図り、地域産業の活性化に努めます。 

 

○（仮）都市農業の振興【新規追加】 

・農業者への支援に努めるとともに、市内農産物のＰＲ強化や地産地消を推進し、都

市農業の振興を図ります。 

 

○（仮）地域活動への支援 

 ・地域コミュニティの活性化やコミュニティ活動への参加を促すとともに、多世代交

流や地域間交流を図り、地域活動への支援に努めます。 

 

○（仮）生涯学習社会の構築 

 ・生涯を通じてスポーツや文化・芸術に親しみ、自ら学べる学習機会の充実や、活

躍できる場の充実を図り、生涯学習社会の構築に努めます。 

基本目標：（仮）共に創るにぎわいあふれるまち 

各名称については、資料１

にて検討するため、仮の名

称となります。 

各名称については、資料１にて検討する

ため、仮の名称となります。 
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市民の生活を脅かす突然の災害などから身を守るためには、行政による「公助」の取

り組みと連携し、自分の身は自分で助ける「自助」や近所の人達と助け合う「共助」に

よる取り組みを進めることが必要です。 

だれもが安心して、より快適に暮らせるよう、すべての生活者・利用者の視点に立っ

た、更なるバリアフリー・ユニバーサルデザインによる都市基盤づくりが求められてい

ます。 

東久留米で生まれ育った人や東久留米に移り住んだ人がまちへの愛着を持ち、いつま

でも住み続けたいまちにするためには、快適で魅力ある都市空間を創ることが必要です。 

だれもが安心して、快適に過ごすことができ、いつまでも住み続けたいと思えるまち

をめざします。 

 

 

＜基本的な施策＞ 

○（仮）安全・安心な地域づくり 

・防災・防犯対策の充実や交通安全の推進を図るとともに、消費者生活に関する相

談や情報提供を行い、安全・安心な地域づくりに努めます。 

 

○（仮）都市基盤整備の推進 

 ・道路・下水道・公園の整備や交通環境をはじめとする都市機能の充実とともに、自

然環境や都市景観と調和した市街地整備を進め、都市基盤整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標：（仮）安心して快適にすごせるまち 
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人生１００年時代といわれ、既に迎えた超高齢社会にあって、少子高齢化の進行はも

とより、大きく変化する地域社会の機能や世帯構造に対応した、高齢者を支える体制づ

くりが必要です。 

 障害者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、社会的障壁を取り除き、

自立と社会参加を支援することが必要です。 

 健康寿命の延伸や生活の質の向上を実現するためには、自分の健康は自分で守るという

自覚を市民一人ひとりに促すとともに、健康づくりを支援することが求められています。 

だれもが住み慣れた地域で、健康でいきいきと活躍し、自分らしく健康で幸せに暮ら

し続けられるまちをめざします。 

 

 

＜基本的な施策＞ 

○（仮）高齢者が安心して暮らせる地域づくり 

 ・高齢者が住み慣れた地域で、尊厳と生きがいをもって健康な生活を送ることができ

るよう、高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進します。 

 

○（仮）障害者がいきいきと暮らせる地域づくり 

・障害者やその家族への支援などの福祉サービスの充実に努め、障害のある人もいき

いきと暮らせる地域づくりを推進します。 

 

○（仮）健康を支える保健医療の充実 

・健康寿命延伸に向けた取組みを推進するとともに、だれもが安心して医療を受けら

れるよう、健康を支える保健医療の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標：（仮）自分らしい暮らしができるまち 
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少子化が進む中、少子化の原因や背景となる要因に対応して、子ども自身が健やかに

育っていける環境や、子育てに喜びや楽しみを持ち、安心して子どもを生み育てること

ができる環境を整えることが求められています。 

 予測が困難で変化の激しい時代の中でも、子どもたちには自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り開いていく力が必要で

す。 

 安心して子どもを産み育てることができ、新しい時代を担う子どもたちが豊かな心と

健やかな体を養い、人間性豊かに成長できるまちをめざします。 

 

 

＜基本的な施策＞ 

○（仮）子どもを安心して産み育てられる環境づくり 

 ・子育てサービスの提供や子育て支援を進めるとともに、子どもたちの健全育成を支

える体制の構築に努め、子どもを安心して産み育てられる環境づくりに努めます。 

 

○（仮）子どもの未来を育む学校づくり 

 ・学校、家庭、地域や各関係機関と連携協力を図りながら、児童・生徒が人間性豊か

に成長し、よりよく生きるための力を身につけることができるよう子どもの未来を

はぐくむ学校づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標：（仮）子どもの生きる力をはぐくむまち 
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東久留米には落合川や南沢湧水群、南沢緑地や竹林公園に代表される豊かな水と緑

があり、そして多様な生きものが生息しています。すべての人が、水と緑と生きもの

を大切にし、力をあわせて自然環境を保全し、この恵み豊かな環境を次世代へ継承し

ていくことが必要です。 

市民の暮らしや自然環境に大きな影響を及ぼす地球環境問題にまち全体で対処する

ため、省エネルギーの徹底、資源の有効活用、ごみを出さない工夫など、市民一人ひ

とりの理解と行動が必要です。 

市民・事業者・行政などがそれぞれの役割を果たすとともに、互いに連携しながら、

環境への負荷が少なく、人と自然が共生することができるまちをめざします。 

 

 

○（仮）水と緑と生きものを守り育てる環境づくり 

 ・湧水をはじめとする水辺環境や雑木林などの緑の保全や、自然とのふれあいの推進

を図るとともに、生物多様性の保全など水と緑と生きものを守り育てる環境づくり

を進めます。 

 

○（仮）地球環境にやさしい社会の実現 

 ・市民一人ひとりが環境への理解を深め、市民や事業者と行政が協力して地球温暖化

対策に取り組み、ごみの減量化や資源化の促進と適正処理を推進し、地球環境にや

さしい社会の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標：（仮）自然と共生する環境にやさしいまち 
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４．基本構想実現のために 

 基本構想実現のために、すべての基本目標及び基本的な施策それぞれに必要となる基

本的な取り組みとして位置付け、まちづくりを進めていきます。 

 

 

市民や地域活動団体等と行政が、互いの特性を認め合い、心を通わせながら、共通の

目標に向かって知恵と力を出し合う「協働」により、常に変化し続ける地域の課題や市

民ニーズへ対応していきます。協働体制を強化していくためにも、行政からの積極的な

情報発信や、より効果的な情報発信に努め、市民との情報共有を図ります。 

 

 

 

今後、人口減少が進み社会・経済の先行きに不確実さが増す中で、持続可能な行財政

運営を進めていく必要があります。ＡＩやロボティクス等のいわゆる破壊的技術の活用

や、行政の標準化・共通化など行政事務の改善・改革に取り組むとともに、公共施設の

計画的な老朽化対策や施設の統合など公共施設マネジメントを推進していきます。 

 

 

 

 

（仮）協働によるまちづくりの推進 

（仮）持続可能な行財政運営 

各名称については、資料１にて検

討するため、仮の名称となります。 


